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敦賀発電所２号炉

敷地の地形，地質・地質構造

敷地内のＤ－１トレンチ内に認められるＫ断層の活動性

（コメント回答抜粋）

令和５年１２月８日

日本原子力発電株式会社

資料２-１

第1202回審査会合資料1-1から修正した
箇所に黄色ハッチを付してる。
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余白
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-
7

令和5年
11月10日

第1202回

OSL信号の飽和を踏まえた測定結果の信頼性，
年代測定の根拠の妥当性を説明すること。

飽和値について，測定結果から得られる生長曲線

にWintle and Murray （2006）の飽和値を適用し，天然

試料の実OSL強度がその飽和値を超えている場合に

飽和として扱っている 。

測定結果の信頼性について，測定結果から得られ

る生長曲線は，Wintle and Murray （2006）の除外基準

に基づき信頼性を判断している。除外基準に当てはま

るデータは除外し，信頼できるデータを用いて年代を

求めている。また，各試料の生長曲線データを「補足

説明資料３ データ集」に示す。

5

（資料２-２

：2-42頁）

1202-
8

令和5年
11月10日

第1202回

OSL年代測定結果の飽和年代の取扱いについ
て，説明すること。

飽和している時の誤差の扱いについて，実際に採

取した試料からはWintle and Murray （2006）の飽和値

より古いデータが得られていることが事実であり，飽

和値としたものより古いとしか評価はできない。また，

測定における誤差の要因についても説明を追加する。

Thiel et al.(2011)及びMurray et al. (2014)では，誤差

を付けず○○万年前（＞〇〇）と扱っている。原電道

路ピット東向き法面③層中のD3層から採取した試料

についても，年代値の評価としては「13.3万年前より古

い」という評価である。

5

（資料２－２：

2-42頁）

1202-
23

令和5年
11月10日

第1202回

当初申請書に記載していた③層で実施したテフ
ラ分析結果を補正申請で削除した理由につい
て説明すること。

補正申請（令和5年8月31日提出）においては，Ｄ－１ト

レンチ北西法面で実施したOSL年代分析結果が年代既

知のテフラ分析の結果（DKP降灰層準，K-Tz降灰層準，

Mh降灰層準）と整合的であったことから，③層の堆積年

代の説明ではOSL年代分析結果に重きを置いたため，

③層で実施したテフラ分析結果を削除した。

しかしながら，③層で実施したテフラ分析結果は，③

層の堆積時期を示すデータとしては有効であることから，

地層の堆積時期を示す花粉分析結果と同様の位置付け

で，③層の堆積年代を補足するデータとして使用するこ

ととする。

13

（資料２－２：

3-1頁）

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト【本日ご説明分】（１/２）
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No. 日付 回次 コメント内容 回答骨子 該当頁

1202-
24

令和5年
11月10日

第1202回

原電道路ピットにおいて，K断層に見られる２つ
の変位量を合わせて，K断層のトータルの変位
量とした考えを明確にすること。
一般的な変位量の出し方を説明し，個々の地
点ごとにその説明をすること。

鉛直変位量は，断層による変位や変形を受けたと判断
した範囲を挟んだ上盤と下盤の同一層準の比高差とし
て求めている。

原電道路ピット東向き法面を除く露頭では上記の考え
方に基づき同一層準の変位基準を用いて鉛直変位量を
求めている。

原電道路ピット東向き法面においては，原電道路ピット
底盤西側部から連続し逆断層センスをもつことからＫ断
層と評価した２条のせん断面について，それぞれのせん
断面における変位量を同一層準の変位基準を用いて求
め，それらを合算したものをＫ断層全体の鉛直変位量と
した。

19

（資料２－２：

2-54頁，

2-82頁）

1202-
32

令和5年
11月10日

第1202回

ふげん道路ピットで確認された断層をK断層と
評価した根拠について説明すること。

ふげん道路ピット東法面（上段）で確認された断層に

ついて，Ｋ断層の特徴である逆断層センスの変位が認

められる。また，原電道路ピット東向き法面に連続するＫ

断層のうちD3層に傾斜不整合で覆われるＫ断層の延長

上に位置しており，走向・傾斜やD3層との関係も調和的

である。以上のことから，ふげん道路ピット東法面（上

段）で確認された断層はＫ断層であると評価した。

23

（資料２－２：

2-80頁）

令和5年11月10日審査会合におけるコメントリスト【本日ご説明分】（２/２）
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コメント回答（ No.1202-7，1202-8）
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余白
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コメント回答（No.1202-23）
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コメント回答（ No.1202-24）
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（回答）

変位量の考え方について，以下の内容を資料に追記した。

• 鉛直変位量は，断層による変位や変形を受けたと判断した範囲を挟んだ上盤と下盤の同一層準の比高差として求めている。

• 原電道路ピット東向き法面を除く露頭では上記の考え方に基づき同一層準の変位基準を用いて鉛直変位量を求めている。

• 原電道路ピット東向き法面においては，原電道路ピット底盤西側部から連続し逆断層センスをもつことからＫ断層と評価した２条のせん断面について，それぞれのせん断
面における変位量を同一層準の変位基準を用いて求め，それらを合算したものをＫ断層全体の鉛直変位量とした。

▽

（コメント内容）

• 原電道路ピットにおいて，K断層に見られる２つの変位量を合わせて，K断層のトータルの変位量とした考えを明確にすること。一般的な変位量の出し方を説明し，個々の地
点ごとにその説明をすること。

審査会合におけるコメントの回答（コメント No.1202-24）
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コメント回答（ No.1202-32）
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（回答）

ふげん道路ピットで確認された断層をＫ断層と評価した根拠について，以下の内容を資料に追記した。

• ふげん道路ピット東法面（上段）で確認された断層について，Ｋ断層の特徴である逆断層センスの変位が認められる。また，原電道路ピット東向き法面に連続するＫ断層
のうちD3層に傾斜不整合で覆われるＫ断層の延長上に位置しており，走向・傾斜やD3層との関係も調和的である。以上のことから，ふげん道路ピット東法面（上段）で確
認された断層はＫ断層であると評価した。

▽

（コメント内容）

• ふげん道路ピットで確認された断層をＫ断層と評価した根拠について説明すること。

審査会合におけるコメントの回答（コメント No.1202-32）
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余白


